
 

小中連携の取組充実にむけて №２ 
｢学校教育情報・堺｣第１０４号において、小中一貫教育の意義について掲載しました。義務教

育の９年間においては、子どもの健やかな育ちと学びを支えるため「学びの系統性」「育ちの連続

性」を重視する観点から、小中連携の充実を図ることが重要です。 

昨年度から中学校区を中心とした１７中学校区５４小中学校で｢堺・元気プロジェクト｣パイロ

ット事業の取組を進めています。 

各小中学校、各中学校単位で目標を掲げ展開されている特色ある取組を参考にしていただき、

各中学校区での小中連携の充実・発展を図ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０５号 

  

 

学 校 教 育 情 報・堺 
平 成 １ ９ 年 １ １ 月 ７ 日 

【 企 画 ・ 編 集    学 校 教 育 部 】 

小中連携の取組紹介 

児童生徒の交流 
 
・ 総合的な学習の時間「クリーン作戦」の

実施〔中１と小４〕 
・ 中学生が小学生に読み聞かせ 
・ 部活動見学の実施 
・ 吹奏楽と音楽隊の取組を合同で実施 
・ 中学校の合唱祭を６年が鑑賞 
・ 吹奏楽部が小学校で演奏 
・ 中学生が小学校で合唱発表 
・ ふれあい奉仕活動（３・４年、中１） 
・ 清掃活動 

教員の交流
 
・ 授業研究の交流 
・ 教員による授業参観 
・ 合同夏季研修（学力について協議） 
・ 若手教員の交流 
・ 意見交換の実施（学期に一回） 
・ 夏季研修での中学校生徒指導担当が

小学校で講演 
・ 学力向上について共同で実態調査を

実施 

授業での交流
 
・ 中学校のネイティブスピーカ

ーが小学校で授業 
・ 入学説明会をかねた授業体験 
・ 中学校教員による授業実施

（社会、英語、体育） 
・ 授業体験の実施 
・ ６年の授業研究に中学校教員

が参加 
・ 小学校教員（少人数担当 算）

が中学校に指導 

地域での交流
 
・ 校報の交換、掲示 
・ 合同あいさつ運動 
・ 青少年健全育成で

標語募集 

行事の交流 
 
・ 中学校体育大会の参観 
・ 中学校体育大会での小

学生参加 
・ ｢あいさつ｣｢そうじ｣に

ついての指導を連携 
・ 連運の前に、中学校陸上

部がサポート 
・ 中学校での星空観察会 



さつき野小学校、さつき野中学校では、平成１７年度から特区認定を受け、小学校からのキャ

リア教育や英語教育を柱とする教育内容など、ソフト面の系統化を図り小中一貫教育校として取

組を進めています。 

さつき野小・中学校の一貫教育 概要 

小中教育目標 
「教育コミュニティさつき野」をふるさとにして、世界にはばたく人材の育成 

……夢や希望を持ち、自ら将来を切り開いていく力を育成する…… 

低学年部 小1・2・3・4年 中学年部 小5・6年、中１年 高学年部 中２・３年 4・3・2 制 

意義 
学級担任を基盤にした 

基礎・基本の徹底 

段階的な教科担任制による 

学力の定着 

興味・関心・能力に応じた 

個性の伸長 

キャリア教育 

基本的な生活習慣の徹底 

清掃や係り活動の徹底 

みはら大地幼稚園との交流 

地域自立・民間活用型キャリア教

育プロジェクト（ものづくりデザ

イン） 

事前事後の取り組みが充実した職

場体験学習 

ボランティア清掃活動 

英語教育 

 生活・総合での英語活動の実施

「接する・親しむ」 

 小5･6年の「英語科」の実施 

（小中兼務の英語科教員） 

「慣れる」 

 中学校英語科全時間の少人数

指導実施 

「学びたい」 

学力向上 

個に応じた教育 

TTによる指導 

100マス計算等の反復 
習熟度別少人数指導（算数） 少人数指導（国･数･英） 

特別活動等 みはら大地幼稚園との交流 
「レッツさつき野交流クラブ」 

    小5～中３の５学年がクラブ活動（小）で定期的な交流活動 

スタンダード 「あいさつ運動・朝の読書活動・茶の湯体験」、安全指導 

小中９年間の一貫

したカリキュラム 算数･数学（１９年度から実施）   その他の教科等（２０年度から実施） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               
 

               小５・６年、中１年での合同授業 
                                 
 

 

 

１７･１８年度の成果
・ 英語に親しみながら表現する姿が見られる。 
・ 合同授業や行事等での交流は、異学年交流の場となり、

小中の段差解消に役立っている。 
・ 小5･6年でキャリア教育プロジェクトを経験した児童が、

次の年度のプロジェクトで経験を活かしてリーダー性を
発揮する子が多い。 

・ 小中で整合性を持たせた情報発信により、特に安全指導
や行事等において、保護者どうし、地域の方との連携が
深まりつつある。 

・ 保護者･地域人材が経年的に外部指導者として関わって
いただくなど、支援体制が強化されている。 

・ 小中兼務教員の活躍や児童生徒交流が進むことにより、
教員の意識改革が確実に進んでいる。 

・ キャリア教育の実施や、算数･数学の一貫カリキュラム編
成をきっかけに、各教科の一貫したカリキュラムが19年
度中に作られようとしている。 

｢交通死亡事故多発警報｣の発令期間が１２月３１日まで延長 !! 

依然として交通事故が多発している事態に対処するため、｢学校教育情報・堺｣第１００号でお
知らせしておりました｢交通死亡事故多発警報｣が、１２月３１日まで延長されました。引き続き、
交通事故防止に努めてください。 


